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器
名寢

孳
方
鼎
・
Ρ
孳
方
鼎
・
Ρ
孳
鼎
・
寢
孿
方
鼎
・
Ρ
Σ
方
鼎
・
Ρ
Σ
商
方
鼎

時
代　

殷
代
末
期
※

※
銘
文
は
殷
代
の
内
容
で
あ
る
が
、本
器
は
林
巳
奈
夫
一
九
八
四
の
分
類
で
は「
二

型
（
淺
い
、
器
の
下
の
す
ぼ
ま
り
が
僅
か
）」
に
属
す
も
の
の
、
二
型
は
時
代
が

降
る
と
徐
々
に
足
が
長
く
な
っ
て
い
く
（
次
圖
參
照
）
こ
と
が
特
徵
で
あ
り
、
本

器
の
足
の
長
さ
は
、
殷
後
期
Ⅲ
（
殷
末
）
よ
り
は
む
し
ろ
西
周
Ⅰ
A
に
近
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
從
っ
て
殷
末
に
王
か
ら
賜
與
を
受
け
た
人
物
が
西
周
初
期
に

お
い
て
作
器
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
（
他
に
も
例
え
ば
二
祀
μ
其

（
集
成

五
四
一
二
）
は
、
林
巳
奈
夫
一
九
八
四
の
斷
代
で
は
西
周
Ⅰ
A
で
あ
る
が
、
殷
代

に
行
わ
れ
た
五
祀
周
祭
（
大
乙
の
配
偶
の
妣
丙
へ
の
彡
）
が
記
さ
れ
て
い
る
）。

但
し
、
殷
末
周
初
は
器
形
や
字
體
に
連
續
性
が
あ
り
、
現
狀
で
は
作
製
年
代
を
正

確
に
特
定
す
る
方
法
が
な
い
。

出
土一

九
八
一
年
（
後
掲
②
張
頷
に
よ
る
）、
山
西
省
天
馬
曲
村
遺
跡
西
周
墓
葬
、

M
六
〇
八
一
（
同
出
の
靑
銅
彝
器
十
二
件
、
方
鼎
一
・
円
鼎
三
・

一
・
簋
二
・

金
文
通
解

寢
孳
方
鼎

落　
　

合　
　

淳　
　

思



寢
孳
方
鼎

九
八

爵
一
・

一
・
尊
一
・

一
・
盤
一
。
う
ち
七
件
に
銘
文
あ
り
。
槨
外
お
よ
び
棺

槨
間
か
ら
出
土
。
そ
の
ほ
か
銅
戈
・
銅
鑿
な
ど
多
数
の
銅
器
あ
り
）

收
藏　

山
西
省
博
物
院
（
後
掲
⑦
劉
雨
・
嚴
志
斌
に
よ
る
）

著
錄
・
考
釋

①
文
化
文
物
局
・
故
宮
博
物
院
『
全
國
出
土
文
物
珍
品
選
：1976-1984

』（
文
物

出
版
社
、
一
九
八
七
年
）

②
張
頷
「
Ρ
孳
方
鼎
銘
文
考
釋
」（『
古
文
字
硏
究
』
十
六
、一
九
八
九
年
）

③
李
學
勤
「
寢
孿
方
鼎
和
α
簋
」（『
中
原
文
物
』
一
九
九
八
年
第
四
期
）

④
鄒
衡
主
編
『
天
馬
―
曲
村　

1980-1989

』（
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

⑤
鐘
柏
生
等
編
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』
九
二
四
（
藝
文
印
書
館
、

二
〇
〇
六
年
）（
略
称
：
新
收
）

⑥
吳
鎭
烽
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
曁
圖
像
集
成
』
二
二
九
五
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）

⑦
劉
雨
・
嚴
志
斌
『
近
出
殷
周
金
文
集
錄　

二
編
』
三
一
一
（
中
華
書
局
、

二
〇
一
〇
年
）（
略
称
：
近
出
Ⅱ
）

⑧
高
澤
浩
一
『
近
出
殷
周
金
文
考
釋　

第
二
集
』（
硏
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

器
制全

高
二
五
・
六
㎝　

横
幅
一
九
・
八
㎝　

縦
幅
一
五
・
八
㎝　

重
量
四
・
六
四
㎏

四
足
方
鼎
。
双
耳
あ
り
。
側
面
に
饕
餮
紋
（
羊
と
牛
が
モ
チ
ー
フ
か
）、
お
よ

び
上
部
に

龍
紋
。
四
隅
と
各
側
面
中
央
に
扉
棱
あ
り
。
ま
た
足
の
上
部
に
雲
紋
。

銘
文內

部
側
壁
に
四
行
、
二
十
七
字
（
合
文
一
）。
每
行
六
〜
八
字
。
反
對
側
の
側

面
に
二
字
（
圖
象
記
號
）。

甲
子
王
易
（
賜
）
Ρ
（
寢
）
Σ
（
孳
）

商
（
賞
）
用
乍
（
作
）
父
辛
Ζ

彝
才
（
在
）
十
月
又
二
遘

且
（
祖
）
甲
Υ
日
隹
（
惟
）
王
口
祀

毌
Φ
（
圖
象
記
號
）
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考
釋

甲
子
王
易
（
賜
）
Ρ
（
寢
）
Σ
（
孳
）
商
（
賞
）

作
器
者
名
に
つ
い
て
、
Ρ
は
寢
の
初
文
で
あ
り
、
後
代
に
は
字
形
の
變
遷
が
繰

り
返
さ
れ
た
。「
寢
」
は
隷
書
で
作
ら
れ
た
構
造
で
あ
り
、
寢
台
の
象
形
の
「
爿
」

を
增
し
加
え
、
ま
た
帚
を
θ
に
變
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
Σ
は
、
拓
本
で
は
判

別
が
難
し
い
が
、
寫
眞
版
（
④
鄒
衡
か
ら
引
用
）
で
は
十
二
支
の
子
（
第
一
行
第

二
字
）
と
茲
の
初
文
の
ι
か
ら
成
る
形
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
文

字
は
『
說
文
解
字
』
十
四
下
に
孳
の
籀
文
と
し
て
ι
を
絲
に
変
え
た
字
形
が
揭
載

さ
れ
て
お
り
、
篆
書
で
は
茲
と
子
（
十
二
支
の
子
で
は
な
く
幼
兒
の
象
形
の
子
）

か
ら
成
る
字
形
に
な
っ
て
い
る
（
な
お
十
二
支
の
子
は
幼
兒
の
頭
部
の
象
形
と
す

る
說
が
有
力
で
あ
る
）。

③
李
學
勤
な
ど
は
作
器
者
を
「
寢
孿
」
と
す
る
が
、
本
字
に
「
言
」
の
部
分
は

見
ら
れ
ず
、
ま
た
管
見
の
限
り
「
孿
」
の
初
出
は
篆
書
（『
說
文
解
字
』
十
四
下
）

で
あ
り
、
受
け
入
れ
が
た
い
。
ま
た
②
張
頷
な
ど
は
作
器
者
名
に
初
文
・
繁
文
を

混
用
し
て
「
Ρ
孳
」
と
す
る
が
、
い
ず
れ
か
に
統
一
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま

た
器
形
に
つ
い
て
、
⑤
鐘
柏
生
は
「
Ρ
孳
鼎
」
と
す
る
が
、
厳
密
に
は
「
方
鼎
」

で
あ
る
。
從
っ
て
器
名
は
「
寢
孳
方
鼎
」
か
「
Ρ
Σ
方
鼎
」
と
な
る
（
通
例
に
従

い
本
稿
は
前
者
を
採
る
）。

「
寢
」
を
人
名
の
上
に
付
す
例
は
、
本
器
以
外
に
も
寢

簋
（
集
成

三
九
四
一
）・
寢
λ
鼎
（
集
成
二
七
一
〇
）・
作
册
般
鼋
（
新
收
一
五
五
三
・
近
出

Ⅱ
九
六
七
）
な
ど
に
見
え
て
お
り
、
稱
號
の
一
種
で
あ
る
。
王
の
寢
殿
や
宮
殿
を

司
る
官
職
と
す
る
說
が
多
い
が
、
羅
琨
二
〇
〇
九
は
「
寢
某
」
の
金
文
が
出
土
し

た
墓
に
は
副
葬
品
と
し
て
礼
器
が
少
な
く
兵
器
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、「
負
責

王
宮
守
衞
的
武
官
」
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
殷
代
の
史
料
に
は
明
確
な
分
業
制
は

見
ら
れ
な
い
の
で
、
王
宮
の
守
衛
に
限
定
し
て
考
え
る
必
要
は
な
く
、「
王
の
身

邊
の
警
護
」
と
い
う
程
度
に
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
こ
の
場
合
に
は
「
寢
」
は
王

の
身
邊
の
象
徴
と
し
て
の
用
法
と
な
る
）。

ま
た
陳
絜
二
〇
〇
一
は
、
一
九
八
四
年
に
殷
墟
西
區
墓
葬
（
M
一
七
一
三
）
か

ら
出
土
し
た
亞
魚
爵
（
次
圖
參
照
）
で
は
圖
象
記
號
の
「
亞
魚
」
と
作
器
者
名
の

「
寢
魚
」
に
「
魚
」
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、「
寢
某
」
の
某
を
族
名
と
見
な
し
、

本
器
の
「
寢
孳
」
も
「
孳
」
を
族
名
と
す
る
。
し
か
し
、
金
文
に
見
え
る
賜
與
の

對
象
は
族
で
は
な
く
個
人
が
對
象
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
說
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一
〇
〇

は
支
持
し
が
た
い
。
殷
代
に
は
領
主
の
名
を
領
地
名
で
表
示
す
る
慣
例
が
あ
り
、

例
え
ば
甲
骨
文
字
で
は
兒
・
旁
・
疑
・
甘
・
散
・
韋
な
ど
、
多
く
の
領
主
に
對
し

て
そ
の
用
法
が
見
ら
れ
る
。
從
っ
て
、亞
魚
爵
に
つ
い
て
も
圖
象
記
號
の
「
亞
魚
」

が
地
名
（
族
名
）
と
し
て
の
用
法
で
あ
り
、
本
文
中
の
「
寢
魚
」
に
つ
い
て
は
領

主
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。ま
た
本
器
に
つ
い
て
は「
毌
Φ
」（
後

述
）
が
族
名
、「
孳
」
が
名
と
な
る
。

な
お
、
甲
骨
文
字
に
は
「
寢
」
を
稱
號
と
し
て
用
い
た
例
が
見
ら
れ
な
い
（
多

く
が
寢
殿
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
婦
寢
と
い
う
女
性
の
名
が
見

ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
）。
王
朝
の
正
式
な
稱
號
や
職
名
で
は
な
く
、
俗
稱
や
自
稱

だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

文
章
の
構
造
と
し
て
、「
易
（
賜
）」
と
「
商
（
賞
）」
が
見
え
、
両
者
と
も
賞

賜
を
意
味
す
る
文
字
で
あ
る
が
、他
の
金
文
で
は
併
用
さ
れ
て
い
る
例
が
少
な
い
。

ま
た
兩
者
を
用
い
た
金
文
も
、
例
え
ば

㚸
方
鼎
（
集
成
二
四
三
三
・
二
四
三
四
）

で
は
「
賞
賜
」
の
二
字
を
連
ね
て
動
詞
と
し
て
用
い
、
ま
た
小
子
κ
鼎
（
集
成

二
六
四
八
）
で
は
「
子
賜
小
子
κ
王
賞
貝
」（
子
、
小
子
κ
に
王
の
賞
せ
る
貝
を

賜
う
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
本
器
と
は
異
な
る
句
法
で
あ
る
。
そ
の

た
め
⑥
吳
鎭
烽
は
「
寢
孳
商
」
の
三
字
を
人
名
と
し
、
⑧
高
澤
浩
一
は
「
Ρ
孳
に

賞
を
賜
ふ
」
と
し
て
賞
を
名
詞
と
し
て
訓
ず
る
が
、
稱
號
ま
で
含
め
た
三
字
の
名

は
一
般
的
で
は
な
く
、
ま
た
賞
を
名
詞
と
し
て
用
い
る
例
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
の

ほ
か
李
學
勤
二
〇
〇
三
は
「
商
」
を
借
り
て
「
璋
」
を
表
す
と
見
な
す
が
、
殷
末

周
初
の
金
文
で
は
「
璋
」
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
殷
代
の
内
容
を
記
す
金
文
に
見
え

る
賜
與
物
は
貝
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
林
巳
奈
夫
一
九
八
四
の
斷
代
に
よ
る
）
の

で
、
こ
れ
も
支
持
し
が
た
い
。
從
っ
て
正
確
な
訓
讀
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
暫
く
動
詞
と
し
て
の
用
法
を
尊
重
し
、
目
的
語
を
省
略
し
た
形
と
見
な
す

（「
甲
子
、
王
寢
孳
に
賜
ひ
、
賞
す
」
と
い
う
訓
読
に
な
る
）。

用
乍
（
作
）
父
辛
Ζ
彝

②
張
頷
な
ど
は
「
父
辛
」
を
『
史
記
』
殷
本
紀
な
ど
に
見
え
る
「
廩
辛
」
と
見

な
し
、
本
器
を
康
丁
が
兄
で
あ
る
廩
辛
の
子
（
す
な
わ
ち
甥
）
に
賜
與
し
た
も
の

と
す
る
が
、
併
記
さ
れ
た
五
祀
周
祭
の
記
述
は
明
ら
か
に
殷
末
（
甲
骨
文
字
で
は

第
五
期
）
の
も
の
で
あ
り
、
康
丁
代
（
同
じ
く
第
三
期
）
ま
で
は
遡
ら
な
い
。
ま

た
、「
廩
辛
」
に
該
當
す
る
王
名
は
甲
骨
文
字
や
金
文
に
は
見
ら
れ
な
い
（
島
邦

男
一
九
五
八
・
落
合
淳
思
二
〇
一
二
參
照
）。
つ
ま
り
、
作
器
者
で
あ
る
寢
孳
は

殷
末
の
人
物
で
あ
り
、
か
つ
殷
王
の
子
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
Ζ
」
に
つ
い
て
は
、
甲
骨
文
字
の
初
中
期
（
第
一
期
〜
第
三
期
）
で
は
祭
祀

儀
禮
の
ひ
と
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
癸
丑
卜
史
貞
其
Ζ
鼓
告
于
唐
一
牛
」

（
癸
丑
卜
し
て
史
貞
ふ
、
其
れ
Ζ
し
鼓
し
、
唐
に
告
ぐ
る
に
、
一
牛
も
ち
ゐ
ん
か
。

合
集
一
二
九
一
。
第
一
期
。
唐
は
初
代
の
王
で
あ
る
大
乙
の
別
名
）
の
よ
う
に
酒

を
捧
げ
る
儀
禮
で
あ
る
「
尊
」
と
字
義
が
未
分
化
で
あ
っ
た
。
し
か
し
殷
末
に
至

亞魚鼎（陳絜 2001 から
転載。集成9101にも掲載）
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り
、「
乙
丑
王
卜
貞
今
禍
巫
九
咎
余
亡
Ζ
」（
乙
丑
王
卜
し
て
貞
ふ
、
今
禍
巫
九
咎

し
、
余
、
Ζ
す
る
亡
き
か
。
合
集
三
六
五
二
八
。
第
五
期
。「
今
禍
巫
九
咎
」
は

未
詳
）
の
よ
う
に
、
一
文
字
で
「
祖
先
を
祀
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
用
法
が
出
現

し
た
。
殷
末
の
他
の
金
文
で
も
、「
Ζ
彝
」
は
「
祖
先
を
祀
る
彝
器
」
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。

才
（
在
）
十
月
又
二
遘
且
（
祖
）
甲
Υ
日
隹
（
惟
）
王
口
祀

記
時
の
部
分
で
あ
る
。「
十
月
又
二
」
は
十
二
月
の
意
で
あ
る
。
ま
た
遘
は
、

當
日
に
お
い
て
先
王
に
對
す
る
五
祀
（
本
器
で
は
Υ
日
）
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
な
お
、
下
部
に
小
さ
く
「
止
」
が
あ
り
、
彳
に
從
う
Τ
で
は
な
く
辵
に

從
う
遘
の
形
で
あ
る
。祖
甲
は
先
王
を
對
象
と
す
る
五
祀
で
祀
ら
れ
て
い
る
の
で
、

殷
王
の
祖
甲
（
武
丁
の
子
輩
、
康
丁
の
父
輩
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

「
祖
甲
Υ
日
」
に
つ
い
て
、
⑧
高
澤
浩
一
は
「
祖
甲
を
Υ
す
る
の
日
」
と
訓
讀

す
る
が
、「
Υ
日
」
は
二
字
を
合
わ
せ
て
祭
祀
の
名
で
あ
り
、
甲
骨
文
字
で
も
「
甲

寅
卜
貞
王
賓
大
甲
Υ
日
亡
尤
」（
甲
寅
卜
し
て
貞
ふ
、
王
、
大
甲
の
Υ
日
に
賓
※
す

る
に
、
尤
亡
き
か
。
合
補
一
〇
九
六
〇
。
第
五
期
）
な
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

※
賓
は
、
甲
骨
文
字
に
は
「
先
王
が
よ
り
古
い
先
王
を
招
く
」
と
い
う
用
法
が

あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
「
王
賓
」
の
場
合
に
も
「
王
が
先
王
の
靈
を
招
い
て
祭

祀
を
す
る
」と
解
釋
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ
て
き
た
。し
か
し
甲
骨
文
字
で
は
、「
王

賓
」
の
後
に
目
的
語
と
し
て
祭
祀
名
を
省
く
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
先
王
名
を

欠
く
例
は
多
い
の
で
あ
る
。
試
み
に
拙
作
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
現
在
『
甲
骨
文
合

集
補
編
』
や
『
殷
墟
小
屯
村
中
村
南
甲
骨
』
な
ど
一
七
五
二
一
片
を
デ
ー
タ
化
。

U
RL: http://koukotsu.sakura.ne.jp/top.htm
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）
に
よ
っ
て
「
王
賓
」
を
檢

索
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
統
計
が
得
ら
れ
る
。「
王
賓
」
を
含
み
、
か
つ
そ
の

後
が
缺
損
し
て
い
な
い
も
の
一
五
九
片
二
三
六
條
の
う
ち
、
祖
先
名
の
み
を
省
く

も
の
が
一
三
七
条
で
あ
る
の
に
対
し
、
祭
祀
名
の
み
を
省
く
も
の
は
僅
か
に
一
條

（
合
補
六
九
九
一
。
こ
れ
も
後
に
缺
損
部
分
が
あ
り
祭
祀
名
が
後
續
す
る
可
能
性

が
あ
る
）
で
あ
る
（
そ
の
ほ
か
祖
先
名
・
祭
祀
名
を
と
も
に
記
す
も
の
が
八
七
條
、

兩
者
と
も
に
省
く
も
の
が
一
一
條
）。
こ
の
よ
う
に
、「
王
賓
」
に
つ
い
て
は
祭
祀

名
は
ほ
と
ん
ど
省
か
れ
な
い
が
、
祖
先
名
を
省
く
例
は
多
く
、
例
え
ば
「
丁
酉
卜

大
貞
、
王
賓
歳
、
亡
尤
」（
合
補
七
五
二
六
）
や
「
戊
辰
卜
旅
貞
、
王
賓
夕
・
福
、

亡
禍
」（
合
補
七
六
三
六
）
な
ど
が
あ
る
（
詳
し
く
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
の

こ
と
）。
所
謂
「
五
祀
周
祭
」
は
例
外
的
に
祭
祀
對
象
の
祖
先
名
を
省
く
例
が
少

な
い
た
め
、
從
來
説
の
誤
解
が
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
祭
祀
で

は
、む
し
ろ
祖
先
名
を
記
す
例
の
方
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
王
賓
」

の
場
合
に
は
「
賓
」
の
直
接
の
對
象
は
祭
祀
名
な
の
で
あ
り
、「
王
が
先
王
の
靈

を
招
く
」
の
意
味
で
は
な
く
、「
王
が
祭
祀
に
參
加
す
る
」
の
意
味
と
し
て
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

因
み
に
、「
日
」
は
殷
末
（
第
五
期
）
よ
り
前
に
は
單
獨
で
も
擧
行
さ
れ
て
い

た
祭
祀
で
あ
り
、「
貞
日
于
父
甲
羌
王
受
祐
」（
貞
ふ
、
父
甲
に
日
す
る
に
羌
も
ち

ゐ
、
王
、
祐
を
受
く
る
か
。
合
集
二
七
四
六
三
。
第
三
期
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。

具
體
的
な
祭
儀
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
字
義
か
ら
見
て
日
中
に
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

末
尾
の
「
王
口
祀
」
も
記
時
で
あ
る
。
平
㔟
隆
郎
二
〇
〇
一
は
拓
本
を
元
に
、

本
來
は
「
王
二
祀
」
だ
っ
た
が
「
縱
方
向
に
走
る
ヒ
ビ
と
ス
ペ
ー
サ
ー
の
い
た
ず
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一
〇
二

ら
」
に
よ
っ
て
異
な
る
文
字
に
見
え
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
寫
眞
版
に
も
「
王

口
祀
」
が
寫
っ
て
お
り
（
次
圖
參
照
。
擴
大
し
、
ま
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
明
る
さ

と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
め
た
。
細
部
の
加
工
は
し
て
い
な
い
）、「
王
二
祀
」
で
は

な
い
。
ま
た
拓
本
を
見
て
も
、
當
該
の
文
字
は
「
十
月
又
二
」
の
「
二
」
よ
り
も

「
Υ
」
の
下
部
の
「
口
」
に
近
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
「
王
口
祀
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
落
合
淳
思
二
〇
〇
二
（
お
よ
び
同

二
〇
一
二
）
で
論
じ
た
こ
と
で
あ
り
、
以
下
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
述
べ
る
。

か
つ
て
の
硏
究
で
は
「
王
廿
祀
」
と
讀
ま
れ
て
お
り
、
暦
譜
復
元
の
代
表
で
あ

る
董
作
賓
一
九
四
五
や
島
邦
男
一
九
五
八
の
ほ
か
、
今
で
も
「
王
廿
祀
」
を
支
持

す
る
硏
究
者
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
讀
み
方
で
は
以
下
の
よ
う
な
問
題
が

生
じ
る
。

ま
ず
字
形
に
つ
い
て
、口
（
ν
）
と
廿
（
ξ
）
は
字
形
が
異
な
っ
て
お
り
、「
ν
」

の
形
を
「
廿
」
と
讀
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
王
口
祀
を
「
王
廿
祀
」
と
假

定
し
て
曆
譜
を
復
元
す
る
と
、
甲
骨
文
字
の
記
時
に
大
き
く
粗
密
が
生
じ
、
五
祀

周
祭
が
比
較
的
多
い
時
期
と
全
く
見
ら
れ
な
い
時
期
が
出
現
し
て
し
ま
う
（
董
作

賓
一
九
四
五
・
島
邦
男
一
九
五
八
と
も
に
、
こ
の
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
）。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
次
表
に
擧
げ
た
よ
う
に
、
甲
骨
文
字
や
金
文
の
紀
年

（
合
集
・
合
補
・
英
國
・
集
成
・
近
出
・
近
出
Ⅱ
所
收
分
）
に
は
「
王
十
六
祀
」

以
上
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
逆
に
「
王
二
祀
」
や
「
王
三
祀
」
が
比
較
的
多
い
に

も
關
わ
ら
ず
「
王
一
祀
」
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
從
っ
て
、「
王
口
祀
」

は
元
年
に
近
い
意
味
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
裘
錫
圭
一
九
九
九
は
「
口
」
を
「
曰
」
の
意
と
し
、「
王
口
祀
」

を
「
記
王
下
令
擧
行
某
種
祭
祀
之
辭
」
と
す
る
が
、「
在
四
月
、
惟
王
二
祀
」（
合

集
三
七
八
三
六
）
な
ど
の
記
時
と
同
じ
形
式
で
「
在
三
月
、
惟
王
口
祀
」（
合
集

三
七
八
四
六
）
な
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
年
数
表
記
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
そ
も
そ
も
周
祭
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
擧
行
だ

け
を
も
っ
て
紀
年
と
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

な
お
、「
王
口
祀
」
が
元
年
に
近
い
意
味
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
硏
究
者
は
、

落
合
二
〇
〇
二
の
ほ
か
徐
鳳
先
二
〇
〇
三
な
ど
ご
く
少
數
で
あ
る
。
た
だ
し
、
徐

鳳
先
二
〇
〇
三
は
「
王
口
祀
」
を
「
王
元
祀
」
と
し
、
元
年
と
同
じ
意
味
と
見
な

す
が
、
實
際
に
曆
譜
を
復
元
す
る
と
前
王
の
末
年
か
ら
使
わ
れ
て
お
り
、
前
王
の

死
去
後
、
翌
年
の
年
末
ま
で
を
指
す
語
で
あ
っ
た
（
こ
の
二
ヶ
年
は
祀
序
に
も
変

甲骨・金文の王幾祀

祀 甲骨 金文 合計
1 0 0 0
2 1 1 2
3 3 0 3
4 6 1 7
5 2 0 2
6 1 3 4
7 1 0 1
8 1 0 1
9 4 1 5
10 6 1 7
14 2 0 2
15 0 1 1
17 1 0 1
19 1 0 1
23 1 0 1
口祀 11 3 14
合計 41 11 52
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化
が
あ
り
、
例
え
ば
合
集
三
七
八
六
七
と
合
集
三
五
六
四
一
は
と
も
に
口
祀
の
翌

（
五
祀
の
末
尾
）
の
祭
祀
を
記
す
が
、
連
續
す
る
年
で
あ
る
に
も
關
わ
ら
ず
、
祭

祀
の
開
始
が
三
旬
ず
れ
て
い
る
）。

さ
ら
に
、
甲
骨
文
字
と
金
文
に
は
月
次
表
記
に
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
特
徵
で
あ

り
、
本
器
で
は
記
時
と
し
て
「
祖
甲
Υ
日
」
が
王
口
祀
の
十
二
月
甲
子
に
行
わ
れ

た
こ
と
を
記
す
が
、
甲
骨
文
字
の
曆
譜
で
は
當
該
の
祭
祀
は
「
三
月
甲
子
」
の
擧

行
で
あ
る
（
合
集
三
五
五
三
〇
が
Υ
の
前

半
を
記
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
計
算
で
き

る
）。
こ
れ
は
結
論
を
言
え
ば
、
殷
末
の
甲

骨
文
字
の
曆
で
は
閏
月
が
使
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
そ
の
た
め
甲
骨

文
字
の
方
は
月
次
が
徐
々
に
早
ま
っ
て
い

く
（
月
次
の
數
字
が
增
え
る
）
の
で
あ
る
。

殷
末
の
甲
骨
文
字
に
お
い
て
閏
月
が
使

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
島

邦
男
一
九
五
八
が
把
握
し
て
い
た
が
、
甲

骨
文
字
と
金
文
の
曆
が
同
じ
も
の
と
し
て

復
元
し
た
た
め
、
不
自
然
な
復
元
に
な
っ

て
い
る
。
本
頁
の
表
に
擧
げ
た
よ
う
に
、

殷
末
に
行
わ
れ
た
五
祀
周
祭
は
、
金
文
で

は
月
次
と
固
定
的
な
關
係
で
あ
る
が
、
甲

骨
文
字
で
は
徐
々
に
ず
れ
て
い
く
の
で
あ

り
、
別
の
曆
法
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。な

お
、
董
作
賓
一
九
四
五
の
段
階
で
、
既
に
五
祀
周
祭
と
月
次
の
ず
れ
は
理
解

さ
れ
て
い
た
が
、
太
陽
年
に
月
次
が
一
致
し
、
そ
れ
に
對
し
て
祭
祀
が
ず
れ
る
こ

と
を
想
定
し
た
た
め
、
周
祭
の
期
閒
を
太
陽
年
（
約
三
六
五
日
）
よ
り
も
長
く
、

三
七
〇
日
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
と
し
て
曆
譜
を
復
元
し
て
い
た
（
こ
れ
ら
の
數
値

は
天
體
觀
測
か
ら
は
導
け
な
い
）。
し
か
し
、
實
際
に
は
太
陽
年
に
五
祀
周
祭
が

一
致
（
三
六
〇
日
と
三
七
〇
日
を
交
互
に
繰
り
返
す
）
し
、
そ
れ
に
對
し
て
月
次

が
二
〜
三
年
に
一
ヶ
月
ず
つ
ず
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
閏
月
を
置
か
な
か
っ
た
こ
と

（
一
年
に
十
日
あ
ま
り
の
ず
れ
が
發
生
す
る
）
に
起
因
す
る
。

閏
月
を
置
か
な
い
曆
法
は
、
古
代
中
国
で
は
唯
一
、
殷
末
の
甲
骨
文
字
の
み
に

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
王
が
行
う
祭
祀
に
よ
っ
て
太
陽
年
を
表
示
す
る
と
い

う
方
法
は
、
お
そ
ら
く
王
の
周
邊
以
外
で
は
使
い
難
く
、
そ
の
た
め
金
文
に
記
さ

れ
た
一
般
の
曆
と
し
て
は
、
閏
月
を
置
く
曆
法
（
太
陰
太
陽
曆
）
が
使
い
續
け
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

毌
Φい

わ
ゆ
る
圖
象
記
號
（
族
徽
章
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）
で
あ
る
。
⑤
鐘
柏
生
は

「
蓋
銘
」
と
す
る
が
、
本
器
に
は
蓋
は
無
く
、
內
側
の
側
面
（
銘
文
の
反
對
側
）

に
鑄
込
ま
れ
て
い
る
。

金
文
で
は
、
こ
の
二
文
字
が
ま
と
め
て
圖
象
記
號
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、

集
成
八
八
四
二
・
同
八
八
四
九
・
同
八
八
七
二
な
ど
に
も
同
じ
二
字
が
見
え
る
（
た

だ
し
長
銘
は
本
器
の
み
で
あ
る
）。

五祀周祭の記述が見られる月次
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〇
四

一
文
字
目
は
、楯
の
象
形
で
あ
る
「
毌
（
甲
骨
文
字
で
は
δ
・
γ
な
ど
の
字
体
）」

と
さ
れ
る
が
、
毌
は
後
代
に
「
寶
貨
之
形
」（『
說
文
解
字
』
七
上
）
と
見
な
さ
れ

た
た
め
、
楯
の
意
味
と
し
て
「
楯
」
の
ほ
か
「
干
」
や
「
β
」
を
用
い
て
釋
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。な
お
甲
骨
文
字
で
は
、こ
の
文
字
に
最
も
近
い
も
の
と
し
て「
η
」

が
見
え
る
が
、「
毌
」
と
す
る
說
以
外
に
、
貯
藏
庫
の
象
形
で
あ
る

（
ε
・
ζ
）

に
近
い
文
字
と
し
て
分
類
す
る
（
姚
孝
遂
一
九
八
九
な
ど
）
も
の
も
あ
る
。「
η
」

に
は
人
名
・
地
名
の
用
例
し
か
見
ら
れ
な
い
た
め
、
い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
明
ら

か
で
は
な
く
、
暫
く
從
來
說
に
據
っ
て
毌
と
す
る
。

ま
た
二
文
字
目
の
「
Φ
」
は
、「

」
の
初
文
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
甲
骨
文

字
で
は
「
Φ
（
Ψ
）」
が
人
名
、「

（
Π
）」
と
さ
れ
る
文
字
が
吉
凶
を
表
す
語

と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
同
一
字
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
は
な
い
た
め
、
本
稿

は
「
Φ
」
を
用
い
る
。
な
お
Φ
は
、
甲
骨
文
字
で
は
第
一
期
と
第
三
期
と
い
う
離

れ
た
時
期
に
人
名
と
し
て
見
え
て
お
り
、
Φ
の
地
を
治
め
る
領
主
の
呼
稱
、
す
な

わ
ち
寢
孳
の
祖
先
（
直
系
・
傍
系
は
不
明
）
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

訓
讀甲

子
、
王
、
寢
孳
に
賜
ひ
、
賞
す
。
用
て
父
辛
の
Ζ
彝
を
作
る
。
十
月
又
二
に

在
り
、
祖
甲
の
Υ
日
に
遘
ふ
。
惟
れ
王
の
口
祀
。
毌
Φ
（
圖
象
記
號
）。

現
代
語
譯

甲
子
の
日
、
王
は
寢
孳
に
賜
與
し
、
賞
し
た
。
そ
こ
で
〔
寢
孳
は
〕
父
辛
を
祀

る
彝
器
を
作
っ
た
。
十
二
月
の
こ
と
で
あ
り
、祖
甲
の
Υ
日
〔
を
し
た
日
〕
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
王
の
口
祀
で
あ
っ
た
。
毌
Φ
（
圖
象
記
號
）。

參
考
文
獻
（
前
揭
を
除
く
）

董
作
賓
『
殷
曆
譜
』（
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
一
九
四
五
年
）

島
邦
男
『
殷
墟
卜
辭
硏
究
』（
弘
前
大
學
文
理
學
中
國
硏
究
會
、
一
九
五
八
年
）

郭
沫
若
主
編
『
甲
骨
文
合
集
』
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
（
略
称
：
合
集
）

林
巳
奈
夫
『
殷
周
靑
銅
器
の
硏
究
』
殷
周
靑
銅
器
綜
覧
一
（
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
四
年
）

中
國
社
会
科
學
院
考
古
硏
究
所
『
殷
周
金
文
集
成
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
〜

一
九
九
〇
年
。
修
訂
增
補
本
、
二
〇
〇
七
年
）（
略
称
：
集
成
）

李
學
勤
・
斎
文
心
・
艾
蘭
『
英
國
所
藏
甲
骨
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）（
略
称
：

英
國
）

姚
孝
遂
主
編
『
殷
墟
甲
骨
刻
辭
類
纂
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
）

徐
無
聞
『
甲
金
篆
隷
大
字
典
』（
四
川
辭
書
出
版
社
、一
九
九
一
年
。
新
版
、二
〇
一
〇
年
）

載
家
祥
主
編
『
金
文
大
字
典
』（
學
林
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）

彭
邦
炯
『
甲
骨
文
合
集
補
編
』（
語
文
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）（
略
称
：
合
補
）

裘
錫
圭
「
關
于
殷
墟
卜
辭
中
的
所
謂
〝
廿
祀
〞
和
〝
廿
司
〞
」『
文
物
』
一
九
九
九
年
第

十
二
期

張
亞
初
『
殷
周
金
文
集
成
引
得
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）

平
㔟
隆
郎
『
よ
み
が
え
る
文
字
と
呪
術
の
帝
國
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
）

劉
雨
・
盧
岩
『
近
出
殷
周
金
文
集
錄
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）（
略
称
：
近
出
）

落
合
淳
思
「
殷
末
曆
譜
の
復
元
」（『
立
命
館
文
學
』
五
七
七
、二
〇
〇
二
年
。
加
筆
修
正
、

『
殷
代
史
硏
究
』
第
十
一
章
、
朋
友
書
店
、
二
〇
一
二
年
）

陳
絜
「
從
商
金
文
的
〝
寢
某
〞
稱
名
形
式
看
殷
人
的
稱
名
的
習
俗
」（『
華
夏
考
古
』

二
〇
〇
一
年
第
一
期
）

李
學
勤
「
談
寢
孿
方
鼎
的
所
謂
〝
惟
王
廿
祀
〞
」（『
中
國
歷
史
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
六

期
）

徐
鳳
先
「
以
寢
孿
方
鼎
・
α
簋
爲
元
祀
的
帝
辛
祀
譜
」（『
中
國
歷
史
文
物
』
二
〇
〇
三
年

第
六
期
）

羅
琨
「
商
代
的
寢
官
」（『
中
國
社
会
科
學
院
古
代
文
明
硏
究
中
心
通
訊
』
十
七
、

二
〇
〇
九
年
）

張
桂
光
主
編
『
商
周
金
文
辭
類
纂
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
客
員
硏
究
員
）


